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図 2.1　地域連携教員の制度が目指す推進体制
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２ 地域連携教員について

（１）地域連携教員を設置する目的

　地域連携教員設置の目的は、地域連携に関する学校側の窓口を明確にすることで、

連 携 活 動 を 進 め て い く 上 で の 校 内 の 体 制 を 整 備 し 、学 校 と 地 域 が 連 携 し た 教 育 活 動

を 効 果 的・効 率 的 に 展 開 し て い く こ と で す 。そ れ に よ り 、児 童 生 徒 の 学 習 意 欲 や 学

力 、社 会 性 の 向 上 等 、児 童・生 徒 の 生 涯 に わ た っ て 生 き る 力 を 育 む と と も に 、「 地 域 と

ともにある学校づくり」を目指していきます。

　地域連携教員の制度は、連携活動がどのような体制で進められていくことを目指して

いるのでしょうか。図2 .1に示すように、地域連携教員は学校側の窓口として、管理職、

各主任、学級担任等とともに連携活動を計画します。この計画を基に、地域側の窓口であ

るコーディネーターが、それぞれの連携活動に適した人材を学校に紹介してくれます。

　このような地域連携教員とコーディネーターとの連携により、効果的・効率的に連

携活動が推進されます。また、連携活動の実施や評価においても、地域連携教員がコー

ディネーターと協力し、よりよい活動づくりを進めていきます。

第１　目的

　 　 各 学 校 に 地 域 連 携 に 携 わ る 教 員 を「 地 域 連 携 教 員 」と し て 設 置 す る こ と に よ

　り、学校と地域が連携した活動を、生涯学習の視点から効果的・効率的に展開す

　ることを目的とする。≪地域連携教員の設置に関する指針≫
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（２）地域連携教員の活動とは

　地域連携教員の職務内容としては、次の事項が指針により示されています。各学校

の状況に応じて、何をどこまで担っていくのか検討してみましょう。

　この事項は、「プランナー（企画者）」としての役割です。学校全体の連携活動の

マネジメントや体制づくりを行います。

　 こ の 事 項 は 、「コーディネーター（調整者）」と し て の 役 割 で す 。コ ー デ ィ ネ ー

ター等の地域人材と連携しながら、連携活動を進めていきます。

　 こ の 事 項 は 、「アドバイザー（助言者）」と し て の 役 割 で す 。社 会 教 育 主 事 講 習

で 学 ん だ 社 会 教 育 の 手 法 等 を 生 か し 、他 の 教 員 の 活 動 を 充 実 さ せ る た め の 助 言 を し

ます。
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図 2.2　地域連携教員の指名状況（職名別）
栃木県総合教育センター調査（平成 28年）
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図 2.3　地域連携教員として担っている業務（複数回答）
栃木県総合教育センター調査（平成 28年）

0 20 40 60 80

その他

校内研修の企画・運営

計画や活動の評価

連携活動の支援

連携活動の実践

情報収集・発信

連絡調整

計画の作成・見直し 84.2%

84.0%

83.3%

71.1%

68.6%

51.4%

44.7%

3.7%

100（%）

n=564

（%）

図 2.4　地域連携教員の設置に重要性を感じるか
栃木県総合教育センター調査（平成 28年）
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　 地 域 連 携 教 員 の 指 名 状 況 と し て は 、「 地 域 連 携 教 員 の 設 置 に 関 す る 指 針 」に お い て

は 、原 則 と し て「 校 長 、教 頭 で な い 者 」と さ れ て い る こ と か ら 、教 諭 が 7 3 . 6 ％ と 最 も

多 く な っ て い ま す（ 図 2 . 2 ）。こ れ は 、地 域 連 携 教 員 に 教 諭 が 指 名 さ れ る こ と に よ り 、

従 来 か ら 連 携 窓 口 を 担 っ

て き た 教 頭 等 と 役 割 分 担

を 行 う こ と で 、連 携 活 動

の 一 層 の 充 実 を 図 る こ と

を目指しています。

　 地 域 連 携 教 員 が 担 っ て い る 役 割 と し て は 、「 計 画 の 作 成・見 直 し 」「 連 絡 調 整 」「 情 報

収 集・発 信 」が 最 も 多 く な っ て い ま す 。「 計 画 の 作 成・見 直 し 」に つ い て は 、「 地 域 連 携

全 体 計 画 」や「 地 域 連 携 年 間 計 画 」の 作 成 等 、学 校 全 体 の 連 携 活 動 の 調 整 を 行 っ て い

ま す 。ま た 、「 連 絡 調 整 」に つ い て は 、コ ー デ ィ ネ ー タ ー や ボ ラ ン テ ィ ア と の 連 絡 調 整

や 連 携 機 関 及 び 行 政 等 と の 連 絡 窓 口 と な っ て い ま す 。そ し て 、「 情 報 収 集・発 信 」と し

て 、校 内 の 連 携 活 動 に 関

す る ニ ー ズ 調 査 や 連 携 活

動 の 地 域 へ の 発 信 等 を

行っています。

　 一 方 で 、「 計 画 や 活 動 の

評 価 」や「 校 内 研 修 の 企

画・運 営 」に つ い て は 、他

と 比 べ て 低 く な っ て お

り 、今 後 の 取 組 が 期 待 さ

れている状況です。

　以上のように地域連携教員は様々な業務に取り組んでいますが、地域連携教員の設

置 に「 重 要 性 」を 感 じ る か

と い う 問 に 対 し て は 、「 と

て も 感 じ る（ 3 8 . 5 ％ ）」、

「 少 し 感 じ る（ 4 8 . 4 ％ ）」

と 、約 ９ 割 の 地 域 連 携 教 員

が設置の重要性を感じてい

る状況です。
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（３）地域連携教員の活動事例

私は地域連携教員として、次のような取組を行っています。

　ここでは、地域連携教員がどのような活動をしているのかを、地域連携教員の視点

から紹介します。

　 私 は 地 域 連 携 教 員 と し て 、「 地 域 資 源 や 地 域 人 材 を 活 用 し た 連

携 を 進 め る た め の 校 内 研 修 」や「 地 域 資 源 、地 域 人 材 を 活 用 す る

た め の 校 内 の ニ ー ズ 調 査 」等 を 行 い 、教 職 員 の 連 携 活 動 に 対 す る

理 解 や 校 内 の 推 進 体 制 づ く り を 行 っ て い ま す 。そ の 他 、特 徴 的 な

ものとして次の２つの取組を紹介します。

　 地 域 の 様 々 な 教 育 資 源 の 効 果 的 な 運 用 を め ざ す た め に 、「 地 域 資 源 」の 洗 い 出 し

を行い、「地域資源（人、もの、こと）活用授業一覧」、「地域連携推進により期待され

る効果一覧」としてまとめました。これにより、児童の発達課題の解決と「育てたい

児 童 像 」の 体 系 化 、「 活 用 す る 力 」「 生 き る 力 」を 連 携 活 動 を 通 し て 育 む た め の 視 点

が明らかになりました。

　 活 動 終 了 後 に は 、ボ ラ ン テ ィ ア と 活 動 内 容 の 成 果 や 課 題 、改 善 点 等 に つ い て 話 合

いをもったり、「ふりかえりカード」に記入してもらったりしています。それをもと

に「学校支援ボランティア活動カード」に ま と め 、次 の 活 動 や 次 年 度 の 活 動 に つ な

げられるようにしています。

　 活 動 の 継 続 性 を 高 め る た め に「 人 材 活 用 実 施 計 画

カード」を 作 成 し 、記 録 を 累 積 し ま し た 。こ れ に よ り 、

担 当 者 や 担 当 学 年 が 変 わ っ て も 過 去 の 資 料 を 参 考 に す

る こ と で 、活 動 の 内 容 の 詳 細 を 把 握 す る こ と が で き ま

し た 。カ ー ド の 活 用 と と も に 、写 真 も 保 存 し て お り 、さ

らに活動の様子が分かりやすくなっています。

　 地 域 連 携 に 関 す る 研 修 を 現 職 教 育 に 位 置 付 け 、学 校 職 員 だ け

で な く 、さ く ら 市 教 育 委 員 会 事 務 局 生 涯 学 習 課 や「 学 校 と 地 域

を 結 ぶ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 」と 連 携 し 、「 人 材 活 用 年 間 活 動 計 画 」

を 作 成 し ま し た 。同 じ 場 で 話 合 い を 持 っ た こ と に よ り 、学 校 側 だ け で は 気 が 付 か な

いような細かな点まで共通理解を図ることができました。
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　 本 校 で は 、「 自 治 会 等 へ の ボ ラ ン テ ィ ア 派 遣 」や「 ボ ラ ン テ ィ ア

団 体 に よ る 防 災 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 実 施 」、「 公 民 館 主 催 講 座 へ の

中 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア の 派 遣 」を は じ め と す る 、様 々 な 連 携 活 動 を

実 施 し て い ま す 。こ れ ら の 活 動 が 円 滑 に 、そ し て 効 果 的 に 行 わ れ

る よ う 、地 域 連 携 教 員 と し て 次 の よ う な 取 組 を 行 っ て い ま す 。

　 学 習 や 部 活 動 に 忙 し く 、 地 域 活 動 に 関 わ る 機 会 が 減 り が ち で

あ る 本 校 生 徒 の 現 状 に 対 応 す る た め 、公 開 講 座「 宇 南 ア カ デ ミ ー 」

や 部 活 動 、 生 徒 会 活 動 等 で 地 域 に お け る 活 動 を 体 験 で き る 場 を

設 け て い ま す 。

　 　 本 校 は 雀 宮 地 域 と の 関 係 が 深 く 、雀 宮 地 域 の 市 民 セ ン タ ー 、宇 都 宮 市 立 南 図 書 館 と

　 連 携 し た 活 動 が 多 く な っ て い ま す 。関 係 団 体 の 主 催 す る 祭 に 参 加 す る 際 に は 、地 域 連

　 携 教 員 が 窓 口 と な っ て 連 絡 調 整 に 当 た っ て い ま す 。

宇南アカデミーにおけるコーディネートの例

１　企画立案： 本 校 職 員 の 専 門 性 や 生 徒 の 興 味 関 心 を 考 慮 し て 企 画 を 立 案。校 外 団 体

　 　 と の 連 絡 調 整  （ 市 民 セ ン タ ー 、大 学 、博 物 館 等 と の 連 携 ）

２　講師の依頼： 本 校 職 員 、外 部 講 師

３　広報： チ ラ シ 、ポ ス タ ー の 作 成 。チ ラ シ は 雀 宮 地 区 、

　 　 横 川 地 区 市 民 セ ン タ ー か ら 地 域 に 回 覧 。ホ ー ム ペ ー

　 　 ジ へ の 掲 載 。本 校 生 徒 ・ 保 護 者 へ の 広 報 は 一 斉 メ ー

　 　 ル を 活 用 。

４　講座の実施： 本 校 生 徒 と 地 域 住 民 の 方 が 交 流 で き

　 　 る 時 間 を 設 け る よ う 配 慮 。

５　実施後： 反 省 お よ び 感 想 の 共 有 等

　 毎 年 年 度 当 初 に 行 わ れ て い る「学社連携連絡会議」は 、各 校 の「 地 域 連 携 教 員 」と

「 公 民 館 職 員 」と の 顔 合 わ せ や 年 間 活 動 計 画 等 の 情 報 共 有 が で き る 貴 重 な 機 会 と な っ

て い ま す 。こ の 会 議 へ の 出 席 が 、地 域 連 携 に つ い て 日 頃 か ら 気 軽 に 話 し 合 え る 人 間 関

係 づ く り の 一 つ に な っ て い ま す 。公 民 館 職 員 の 中 に は 、社 会 教 育 主 事 の 資 格 を 持 っ た

職 員 も い る の で 、日 頃 か ら 時 間 を 見 つ け て 直 接 、公 民 館 で 、あ る い は 、中 学 生 の ボ ラ

ン テ ィ ア 活 動 場 所 で 話 し 合 う こ と も で き ま す 。日 頃 か ら の 公 民 館 職 員 を は じ め 各 種

団 体 の 皆 さ ん と の「人と人とのつながり」が 地 域 連 携 の 大 切 な ス テ ッ プ に な っ て い る

と 思 い ま す 。
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　 本 校 の 生 徒 た ち の 学 ん だ 成 果 を 生 か し て 、「 お や ま 和 牛 入 り か ん

ぴ ょ う カ レ ー パ ン 」や「 北 桜 御 膳 」を 開 発 し 、地 元 の 大 型 店 舗 等 と 連 携

し て 販 売 し て い ま す 。ま た 、小 山 商 工 会 議 所 と の「 桑 の ミ ク ス プ ロ ジ ェ

ク ト 」に お い て は 、地 元 の だ ち ょ う 園 と 連 携 し て 、生 徒 が 開 発 し た 料 理

の商品化を目指しています。

１　商品開発：学科の特性を生かした地域資源を活用した商品開発を行いました。

２　市場調査及び技術指導：小山市の道の駅や栃木銀行等の協力により市場調査（顧

　　客ニーズ）を行ったり、地元の日本料理人のアドバイスをいただいたりしました。

３　協力業者の発掘：協 力 事 業 所 の 発 掘 を 試 み ま し た が 、適 当 な 業 者 が 見 つ か ら ず 、

　　これまでの商品開発で培ったネットワークを活用して、商品化の目処が立ちました。

４　販路の開拓：小山商工会議所で開かれた小山市の大規模店舗会議において、商品

　　の説明の機会をいただき、開発した商品の販路を開拓することができました。

　 本 校 で は 、ボ ラ ン テ ィ ア ス ク ー ル や 地 域 交 流 活 動 等 、様 々 な 連

携 活 動 を 実 施 し て い ま す 。特 に 地 域 交 流 活 動 に つ い て は 、近 隣 の

公 民 館 と 連 携 し な が ら 、公 民 館 が 主 催 す る「コミュニティまつり」

に 生 徒 が 参 加 し 、地 域 住 民 や 近 隣 小 中 学 生 と の 交 流 を 深 め て い

ます。

　近隣公民館等と連携して実施した「大山コミュニティまつり」における地域連携

教員としての取組を以下に示します。


